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経理財務・ホワイトカラー職のリスキリング実態と 

キャリア志向に関する調査結果を発表 
特に大企業の経理財務職は、リスキリングのモチベーションが高い一方、​

定型業務が多く、リスキリングの時間捻出ができない状況に

 

企業のお金の流れを円滑にし、新たな価値創造を促進する株式会社ROBOT PAYMENT（本社：

東京都渋谷区、代表取締役執行役員CEO：清久 健也、証券コード：4374、以下 当社）は、経理

財務職およびホワイトカラー職を対象に、定型業務と非定型業務の割合や、リスキリングの実施

状況、キャリア志向に関する調査を実施し、その結果を発表しました。本調査は、変化の激しい

現代社会において、従業員の能力開発とキャリアアップを支援するための基礎データとして活用

されることを目的としています。 

 

 
 
調査概要 
調査対象：経理財務（206名）およびホワイトカラー職（206名）の従業員 
調査方法：マクロミル　インターネットリサーチ 
調査期間：2025年01月22日(水)～2025年01月23日(木) 

 



 

有効回答数：412件 

主な調査結果 

業務内容（定型業務と非定型業務の割合） 
経理財務担当とホワイトカラー職との比較 

 
 
経理・財務担当はホワイトカラー職と比較して、定型業務の割合が高い傾向になりました。大企

業（従業員500人以上）のホワイトカラー職では、定型・非定型業務がおおよそ50%ずつなのに対
し、特に中小企業（従業員500人未満）の財務・経理担当者は、業務の70%以上が定型業務との
回答となりました。 
 
役職有無での経理財務職とホワイトカラー職との比較 

 



 

​
 

部署においても、同様の傾向があり、ホワイトカラー職に比べ財務・経理担当者の定型業務が多

い傾向がみられました。財務・経理担当者の業務として、具体的に「伝票入力」「請求書発行」「債

権管理」といった業務が中心であり、これらの業務が定型業務の比率を押し上げていると考えら

れます。一方で、非定型業務である「経営分析」「資金調達」「税務戦略」といった高度な業務に携

わる機会は限定的である可能性が示唆されます。​
 
大企業においても、経理財務職の定型業務の比率は中小企業と比較して低いものの、依然とし

て一定の割合を占めており、業務効率化の余地があると考えられます。 
 
 
リスキリングの実施状況 

 
 

 



 

従業員規模が大きい企業ほど、リスキリングを行っている割合が高く、役職が付いている方が、

リスキリングの実施率が高い傾向が分かりました。 
 
企業規模に関わらず、ホワイトカラー職に比べ、経理財務職のリスキリングの割合は高く、特に

500人以上企業では、一般社員の72.0%、役職付の79.5%がリスキリングを実施していました。 
 

 



 

リスキリングの手段

 
 

また、ホワイトカラー職は「勤務先の会社が企画する社員向け研修に参加している」といった受身

での学習が多い傾向にあることに比べ、経理財務職は「自分で書籍やテキストなどを購入して学

んでいる」「インターネット（サイト検索やYouTube、アプリ等）で自主学習している」といった自主
的な学習が多い傾向がありました。 
 
リスキリング未実施の理由 

 

 



 

 
 
経理財務職、ホワイトカラー職ともに、最も多い理由は「時間が十分に確保できないから」でした。

特に、この傾向は大企業で多く見られました。 
 
次いで、中小企業では「必要なスキルは既に身につけており、学び直しの必要性を感じていない

から」など、新たなスキルや知識を身につけることへのモチベーションの低さや、新たなスキルが

必要にならない状況などの可能性が示唆されました。大企業では、「具体的に何を学ぶべきか分

からない、学びたいことが見つかっていないから」といったキャリアの志向性の定まらなさや、

ロールモデル不足が示唆されました。 
 
キャリア志向 

 

 



 

 
 
経理財務職において、定型業務の割合が低い層ほど「マネジメントを目指したい」という志向が強

く、定型業務の割合が高い層ほど「現状を維持したい」「キャリアアップについて考えたことがな

い」という傾向がわかりました。 
一方、ホワイトカラー職は全体的にスペシャリスト志向が比較的強く、定型業務の割合が低い層

ほどスペシャリスト志向が強いことがわかりました。 
 

執行役員COO藤田　コメント 
今回の調査で、経理財務・ホワイトカラー職種のリスキリングとキャリア志向には、企業規模や業

務内容によって大きな格差が存在することが明らかになりました。特に、定型業務の割合が高い

従業員ほどキャリアアップへの意欲が低い傾向は、早急に改善すべき課題です。 
当社は、請求・債権管理の業務を80％削減する「請求管理ロボ」や、掛け払いサービス「請求ま
るなげロボ」など、経理・財務職の業務を効率化するサービスを展開しており、より多くの皆さん

の定型業務を無くし、自身のキャリア形成や新たな業務提案のためのリソース捻出に向け、邁進

すると共に、経理・財務職がよりクリエイティブな仕事を行うことで日本の未来に貢献してまいりま

す。 
 

株式会社ROBOT PAYMENT 会社概要 
社名​ ​ ​ ：株式会社ROBOT PAYMENT（東証グロース：4374） 

所在地​​ ​ ：東京都渋谷区神宮前6-19-20 第15荒井ビル4F 

設立​ ​ ​ ：2000年10月 

代表​ ​ ​ ：代表取締役執行役員CEO 清久 健也 

企業サイト​ ​ ：https://www.robotpayment.co.jp/ 

サービス一覧​ ​ ：https://www.robotpayment.co.jp/service/ 

 

▼メールマガジン・LINE公式アカウントで各種情報を配信しています 

 

https://www.robotpayment.co.jp/
https://www.robotpayment.co.jp/service/


 

メールマガジン 
・すべての適時開示・PR情報をリアルタイムにお知らせ 

・登録はこちら：https://www.magicalir.net/4374/mail/ 

 

LINE公式アカウント 

・主要ニュースリリース（解説コメント付き）、イベント案内・セミナー出演のお知らせ等 

・IR担当者とチャットで質問・お問い合わせのやりとり 

・登録はこちら：https://lin.ee/keiczv9 
 

 

 
 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 
 

株式会社ROBOT PAYMENT 
担当者：IR室 菊地 

mail：ir@robotpayment.co.jp 

https://www.magicalir.net/4374/mail/
https://lin.ee/keiczv9
mailto:ir@robotpayment.co.jp
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